
ニの布施iの地r.の白米は内}fi年n司(650-654)この辺

80.布施神社本殿の紹介 りを|制するため人々が住みつき耐の虫と附まれて

いたとよろ弘仁 3.iド(812)がに伝教大町1;が人々 に食料

はじめに 合総す清i#tl!家を後てたよとより稲経の1ftを布地;11::;(1]総

布施神社本殿i主、 l昭和2H三にm要文化財の指定を受 付と改めたと伝えられている。

け昨年10月より昭和57Jf.3月までのlllJ、国JOIl補助事業 神社の草創

として解体修思!を災地中である。 こiL'こと L なう訓脊 ï言文持によると~1符そ干の慈必;大仰の弟子て'ある慈，e.
により現ぶまでに分か っ た 。J~.ra を iM じえて布施神社本 |州知梨が天元 2年(979)容に五紡山地術存を建立し、同

般の説明をしたい.なお、本殿ti縦昆の内に略jlgli，]き 3 {p 'T1の~の iì'ii'(~ な訓þ.にポ臼 4 社のUJ:J"/fll と生盛時子:.Jf:の l距l

に 3 械が並ヂIJ して主主ち、 I{リか つ て布端.{~日社、叶'央日 係から日六大fri!攻、十御M;大縦攻、八王子大総攻の此

聞社、ん:J，訟を十tljisII;ttとi泊呼しているので以下これに の 7社を会犯し村の氏骨11とした。この終怖のJ.I!に位;町

倣う 。 するifti下な地とは現イEの神社の主1:であろうかと鍛r，iさ
布地神社の(f.る八円市，1;イ1;池町lま"mの'1'心より術)j tL.る。 また 、このJ北内に(;t布鳩t!i1ft が-)，~あり古代よ

約 31.111に{立tnし身'Si'i高め南には布ヲl山系のIffiJI'，耐の布地山 リ~~{I.jxの場所であったのであろう 。
(日IJ名 ーI~緒山と L いう)がなだらかな山住みをえがいて 本殿の建立

いる。 ニのiJJ~篭には満々と水を供えた布地のm泌がゐ J!JL伐の*般は、 J行主主税lりlによると 11応 311'-(1224)に

リ風光l抑制なとニろである 。 ~れu とも街地I LI に主主立されたものを日延長年mJ (J596-
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れた と考えらtLるが、 3僚ともおま山に建必されたのか、

また逆手目、十禅締社 l主税な地て¥日部祉のみ域山に建

立され度長年・問に修築されたのか定かでない。

本殿の特徴

本殿1;1:一間社流迭で屋根をこけらで:iXいている.平

而Iま桁行、梁IllJとも各一l筒の小規絞なものでlEl師走幣

制J~，反l制梓とし、 i也の 3 簡は I扶板とする最もシ ンプルな

桃成である。この械な小規紋な本殿は持i酎土足元に二i:

台を入れるが、このi:f立殿には土台を伺いた形跡はない。

怜上の組物は舟JJす木、向符位上Ii向将ii1i1't端を持送り

JJ.t*としたj似し三j卜占f1て・母隠と I;J:~!J:梁で望書ぐ一般的な

構造である。妻飾りは普通義昔話が多いが、こhl埼

~[[梁上の H量級(1写2 . 4cm) Iニ作リ出した鋒JJ支で練木をう

ける珍しい形式を採用している。 ニの五，~Ij支は饗の三角

部分ー将、に力強し、1111似て。浮き彫りき札鎌倉時代の特徴

をよく表し ている.これさ事3練の本殿11一見非常ーによ

く似た形をしているが、向かつて左端の十機的社の本

殿が、他の 2棟と )1司姐りの形式を異にし、十禅師社本

民生iま偲:保育iii疏れの傍軒t.;It jtl(~li?水をもち、 IhH事態虹iお

とめ三角形のさをfb，に~~板を入れ柱fI:l]内の打越霊木と見

切j をつける特殊な形式で、|句符併に飛~1J/垂水を用いて

向搾を二幹にするなど他の 2練と 比べて阪線引械を

している"なお春日、日昔自社は正lruJiぴ背IfIJとも 一軒

としている。

iìl~迭とは切泰造の正商ï1ニ向鮮をつけ尽線のii可流れを

長くしたもので賀茂別lli'、加lT.支御祖の~殿あるいは権

殿が流迭の古式を伝えているものと考えられ、もっと

もそ子遜的な本殿j形式として会悶に拡がり、.m主11文化財・

に指定されているこの組本殿は二百数十僚に及ぴその

内中世の逃械に|後っても百数十棟を数える。木県下1こ

はー聞社説:逃で鎌倉時代のものだけでも 9機のj立械が

ある。中でも悶形式の県下最古ーの逃梢として知られて

いる大笠神社境内社追来神社本殿(弘吉正6年 =1283

十班木鍬)がめり滋1t娘i立中世事jlキtl建築の宝庫と1aわれて

いる。

ところで、こけら苦手など織物性の都材料を用いた屋

根は約30年.f:ilJ.交でE量級替をしなければならないが、布

施神社本殿のこけら訴は延室 3 年以来五i~答をしていな

いと考えられるので江戸時代の工法を知る i't1RなW~で

ある。

建立後の修理

こ札までで神社の草創、現本l般の建立、特徴害事の概

略を述べたので建立後の修理Eについてj、れてみたい.

主I!;立後の修理でその時期が明機なものは延宝 3年(16

75)で、これは目前社の内部に保有，されていた傑札でl明

らかにな った。今回の修理で同社rJ)左裂の背商支外垂

水事長板よ端に延$:3年 一・・の袋舎が発見されたのでニ

の修理を袋付けられている. これら綴舎には大工の名

1615)に:現花の場所に彬した とみる。 しかし前述の(i

文容のつづきには布泌;械の城主であ った消i雄荘司三郎

重和が居械の時、減山に武翌'~'J.r'Í令を祭神とする日fj'~大

権現一社を繊の守縫として勧請したが、布施氏は永徐

6年(1563)制背守騒動以後佐々木氏に対する不満がつ

のり浅井長政とiillじ遂に合械となり同年布施械は潟峻

する。しかし、社殿はそのまま残ったので村人はこれ

を祭ぃ媛長年|瑚に攻作.Illlに移築し日間大橋吸を本社と

して現花に至ったとある。.J$:J.股l主、、i'tl_も椛iii手法、

細音1$:iJ:仮が相似しているので1.lft1'i'11寺代の同j切に怨立さ
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椴を品時え臨している. このような事例はよくみられ村1 攻作.の寝屋は線木に取付けてあった槻札により、夫

社の占禁Mさを駒すためと考えられる。 i果2年(1831)に建立されたものであることがわかリ、

各本殿で当初材と考えられるものは次の苦I~材である . 後 、 大正 9 年に~枚:n，替、昭和 3年に前述のごとく本

板昔日空(ト・樽締祉を|徐<)と 問どち斗、 riサ平斗・棋の内方斗 殿とともに地上げされた地盤にた ってい る。この時に

と巻'1・の一郎、背聞にあ;用されていた打総来木、同裳級、 一部修理をして棟に千木をつけl主総を貌夜のような形

ζれらはいずれも丹がご〈少滋付策しており、この本 式としたようである。今回の{I苦J!l¥では構造的補強め日

殿の建立11事は丹後リであったと思われる。このように 的で間仕切と土台を入れ、屋線は在来のよし訴さE量級
鎌倉時代の巡・梢であっても当初粉はごく限られてくる の形に銅板葺にする ζ ととして施工中である。

めで、現絞災地中の保存修理においても、部材の干早期 (村岡信夫)

または取締の判断が111婆になってくる。

81.高島郡高島田川島遺跡

出土の陶質土器について

間舟町聖路地反一帯に j冴~I:する鴨池跡 i立、昭和54年度

のほ場銭備事前埋蔵文化財調査において、縄文時代か

ら現代まで述*~I として統<!立製な複合泣跡として総認

され、特に溺i開jの六反問 ・東良地区では池方宵jlijと悶

家的祭踊E場の泣桃・ 逃物群が1fn~して検出され-17a'干:

会の注目を裕ぴた。

日制日55年度に引き続き鴨池区のほ場繁備事業が行わ

れるので、嶋i遺跡の商側を中心、に均蔵文化財事前絢ゴ5.

を笑施した@調ヨ生成採は、古式土町li綜片 ・古治時代中

j聞の土機(土械l!'t? )・古幼時代後期の住居跡 ・鎌倉時

代の建物跡主干のft重な資料である。

今回紹介する 陶Jt'i土総(初期須恵然)li、上記の古J-rt

時代中JtlIの土燐より出土した資料である。 無差高士不
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この土i療の脱線1:1、民事 3m20cm・帆65<'珊・深き30

cmである.形としては:L:J~余鮫'IJ:~'iのように、細長い

行i阿形である.数fillにfllJしては、全体的に円1I平を受け

ているので Lうすニし大形であろう

陶質土~Ht、土療の中心よりやや北京よリの地点で

床耐よリ若干n・いた救悠でtP..1:した.出土状況は、 If{

立しておらず繍転していた.l立#y1:1、一応土績として

取リ敬っているが.t検.~'\.である可能性む十分に々えら

れる.

陶1'1.土~の総形1:1、 t(-郊の円総務分が炎われている

が断而三角形のシャープな凸併の一昔~tJ(残っているギ

より口持者s;/)<上 !iへitlJ llb し外有~;~\"まになる骨量議高原で

あろうと忠われる.火われている 11紋部分については

調査の|務に注意深〈土指定内と周辺を約千正したが}片め

破片LlInill.1!.でさなかった.ゆえに、 J:割高I;}，Iへ組!泌され

る以前に人為的に打む欠かれ偽鋭化されたのだろう。

この倣~化行為は、 1:品~I ~~である可能性を強くさせる 。

無ぷ向上手の ?~~/I'j11.、現存治il;j.12cm.脚郁下端12cm.上

繍 5cmである。脚部ドぬもよりt:):;へすぐらいのところ

にシャープな凸併をイfす.成形IJ.、令体((.1にナデ翻鐙

で端部1;1非常に y ャープに{士 kげられていて丁寧であ

る.色調IJ.、灰色てある.1Iti:ヒ1.1、，fi千きめが旋〈焼

きがttぃ 時JUIとしては、総1t:i:絞め特徴と共i半した

土師滋よリ 5U吐紀中低から 5険紀後半の範聞であろう .

この陶質七?-.:fの帰属的ttlが5世紀中築地、ら 5世紀後

三和に入ってくると 、今(:1m例資料が.lf))JUしつつある初

期須:!J'.l告の範囲語に組み込まれる-f・tであろうかヲ

初期~Í!y.滋の定J邸主、 HI辺Ðf{三氏が~された陶磁大

系4r豹:!1.Jの111ベージに「陶邑?でや婦と供給が-7f:

的にお二なわれていた時期のin必殺を、と(1ニ初期須

息苦手」と述べられている.x怠と しては、 陶邑燃が生

産と供給を全て抑1 っていたØ.~.IUlの陶ë:.製品のみを初期

須恵器として必み取勺てよいものか、それともその時

期の製品て・あれば陶込製以外のn本製品をも含めて初

期~Jt ~y. {f.).と呼んでよいものか、弘の i.lè'ï' の l~判断しか

ねる現段階なので、あえて今f;j.陶nu~ と日子..l~ e 

近い将米この無-li肉付がfYì~(I/~ JiH~によって、 F旬色

2認め是非に関して結晶が:1:¥されるで』うろう .

私の般測では、この陶'l'tJ:片品は，\古山 mll付地~で鋭か

れた製品ではむいかとヴえる 1 それは.'!i:公川町件J，11 

*巡f事においてむ初JUI ~I'(!ぷ燃が111 1:しており合わせて

同時期のi呉式1(:似などがI.ll1:していることから、 5Ui: 

紀中楽から 5~t紀後半にかけて I~)I鮮半尚南部から 1委|孟|

へ陶釘土器製作技術を持った l'~ オミに人民ト1'1併のー苦I1が

この尚ぬのI也へ米たか、 F制色iの仁人1島 1・Jlが-1~1)米たか

のどちらかであゐう !:J)える.

なJ玉、必のJjえはあ〈主で推測であるので、今後向

島llIi内にむける 5世紀代の各遺跡を十分に検討しなけ

ればならないと巧・えている.陶n:U:iの詳細について

は報告.!flこ委ねる. ((111'忠級}

- 4-


